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近
代
日
本
の
洋
楽
受
容

樋
　
口
　
隆
　
一

問
題
意
識

日
本
の
近
代
に
つ
い
て
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
司
馬
遼
太
郎
の

『
坂
の
上
の
雲
』
で
は
な
い
が
、
幕
末
か
ら
怒
濤
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
て

き
た
西
洋
文
明
と
の
対
峙
の
な
か
で
、
私
た
ち
の
先
人
た
ち
は
あ
ら
ゆ
る

試
行
錯
誤
を
重
ね
、
な
ん
と
か
世
界
の
荒
波
を
乗
り
越
え
て
今
日
に
至
っ

て
い
る
。
ひ
と
こ
ろ
騒
が
れ
た
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」

伝
説
は
白
日
夢
の
よ
う
に
消
え
去
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
科
学
技
術
は
い
う

に
及
ば
ず
、
社
会
科
学
、
人
文
科
学
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
か
な
り

の
高
み
に
達
し
た
の
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
近
代
化

が
た
か
だ
か
一
五
〇
年
と
い
う
短
い
期
間
に
実
現
し
た
こ
と
は
、
世
界
史

的
に
見
て
も
ひ
と
つ
の
奇
跡
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

な
か
で
も
驚
く
べ
き
例
は
西
洋
音
楽
の
受
容
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
通

り
、
江
戸
時
代
の
日
本
は
独
自
の
音
楽
の
伝
統
を
誇
っ
て
い
た
。
し
か
し

文
明
開
化
と
と
も
に
西
洋
音
楽
（
洋
楽
）
に
接
し
た
先
人
た
ち
は
、
多
大

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
傾
注
し
て
学
び
続
け
、
あ
た
か
も
自
国
の
音
楽
の
よ
う

育
ん
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
音
楽
界
の
頂
点
と
も
い

う
べ
き
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
の
音
楽
監
督
を
小
澤
征
爾
が
務
め
、
ベ

ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
を

一
九
八
三
年
以
来
、
二
代
に
わ
た
っ
て
日
本
人
が
務
め
る
と
い
う
現
在
の

状
況
を
、
先
人
た
ち
の
誰
が
想
像
し
え
た
だ
ろ
う
か
。
わ
が
国
に
お
け
る

西
洋
音
楽
の
受
容
は
、
初
期
に
お
い
て
は
茨
の
道
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
短
期
間
の
う
ち
に
驚
く
べ
き
成
果
を
上
げ
た
と
言
う
点

で
、
特
筆
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

本
稿
は
、
そ
の
一
五
〇
年
の
洋
楽
受
容
を
概
観
し
、
さ
ら
に
は
そ
の
受

容
の
驚
く
べ
き
速
さ
の
秘
密
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
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一
、 
そ
の
前
史

わ
が
国
に
お
け
る
西
洋
音
楽
の
受
容
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
渡
来
に
遡
る
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
た
ち
が
来
航
し
た
の
は
一
五
四
三

年
の
こ
と
だ
が
、
一
五
八
〇
年
に
は
安
土
、
さ
ら
に
は
長
崎
の
有
馬
に
セ

ミ
ナ
リ
ヨ
と
称
す
る
教
育
機
関
が
作
ら
れ
、
日
本
の
少
年
た
ち
に
音
楽
教

育
が
施
さ
れ
た
。

そ
の
成
果
は
す
ぐ
に
現
れ
た
。
宣
教
師
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
に
よ
る
と
、

一
五
八
二
年
に
長
崎
を
出
航
し
た
「
天
正
遣
欧
少
年
使
節
」
の
四
少
年
の

う
ち
、
伊
東
マ
ン
シ
ョ
と
千
々
石
ミ
ゲ
ル
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
エ
ー
ヴ
ォ

ラ
の
大
聖
堂
を
訪
問
し
た
折
に
は
、
大
司
教
の
前
で
大
オ
ル
ガ
ン
を
み

ご
と
に
演
奏
し
た
し
、
大
司
教
が
大
い
に
満
足
し
た
と
い
う
1
。
し
か
し
、

豊
臣
秀
吉
に
始
ま
り
、
一
六
一
三
年
、
徳
川
二
代
将
軍
秀
忠
に
よ
っ
て
に

本
格
化
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
禁
教
と
、
一
六
三
三
年
、
三
代
将
軍
家
光
に

よ
っ
て
始
め
ら
れ
る
「
鎖
国
」
に
よ
っ
て
西
洋
文
化
の
流
入
が
極
度
に
制

限
さ
れ
た
結
果
、
江
戸
時
代
の
約
二
百
年
間
を
通
じ
て
、
日
本
文
化
の
純

粋
培
養
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
ま
た
日
本
独
自
の
音
楽
文
化
の
育
成
も
意

味
し
て
い
る
。
江
戸
の
町
娘
は
箏
三
味
線
を
習
い
、
武
士
階
級
は
能
楽
を

た
し
な
み
、
虚
無
僧
は
尺
八
を
吹
い
た
。
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
大
名
た

ち
に
よ
る
楽
書
（
音
楽
書
）
の
収
集
で
あ
る
。
昭
和
初
期
、
旧
紀
州
藩
の

徳
川
頼
貞
侯
爵
に
よ
る
南
葵
音
楽
文
庫
2
、
旧
加
賀
藩
の
前
田
利
為
侯
爵

に
よ
る
尊
経
閣
文
庫
の
音
楽
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
た
の
も
、
こ
う

し
た
伝
統
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
あ
る
3
。

二　

軍
楽
隊
と
讃
美
歌

西
洋
音
楽
が
わ
が
国
に
本
格
的
に
流
れ
込
ん
で
き
た
の
は
幕
末
の
こ
と

で
あ
る
。
軍
楽
隊
と
讃
美
歌
が
そ
の
嚆
矢
で
あ
っ
た
。

軍
楽
隊
は
「
黒
船
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
ペ
リ
ー
提
督

M
atth

ew
 C

alb
raith

 Perry

率
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
東
イ
ン
ド
艦
隊
、

い
わ
ゆ
る
「
黒
船
」
が
浦
賀
沖
に
来
航
し
、
久
里
浜
に
上
陸
し
た
の
は

一
八
五
三
年
七
月
十
四
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
は
開
国
を
促
す
大

統
領
親
書
を
持
っ
て
き
た
だ
け
だ
が
、
翌
五
四
年
に
は
開
国
を
要
求
し
て

ふ
た
た
び
神
奈
川
に
来
航
。
三
月
三
十
一
日
に
は
約
五
百
名
の
兵
員
と
と

も
に
横
浜
村
に
上
陸
し
、「
日
米
和
親
条
約
」
が
締
結
さ
れ
た
。
ペ
リ
ー

の
艦
隊
に
は
二
つ
の
軍
楽
隊
が
同
行
し
て
い
た
、
彼
ら
は
五
百
名
の
兵
員

と
と
も
に
久
里
浜
や
横
浜
を
行
進
し
、
威
勢
の
良
い
行
進
曲
で
圧
倒
的
な

印
象
を
与
え
た
。

太
鼓
や
ラ
ッ
パ
に
よ
る
指
示
に
従
っ
て
一
糸
乱
れ
ぬ
行
進
を
行
っ
た
ア

メ
リ
カ
の
軍
隊
は
、
幕
末
の
武
士
た
ち
に
多
大
な
印
象
を
与
え
た
。
乱
世

に
生
き
残
り
を
は
か
る
各
藩
は
競
っ
て
鼓
笛
隊
を
結
成
し
、
集
団
で
戦
う

西
洋
式
の
兵
法
の
習
得
に
い
そ
し
ん
だ
。
日
本
人
が
軍
楽
隊
か
ら
学
ん
だ

西
洋
音
楽
は
、
軍
事
教
練
の
一
環
と
い
う
き
わ
め
て
実
利
的
な
性
格
を
持

つ
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
当
時
の
日
本
人
は
、
鼓
笛
隊
の
演
奏

に
も
新
し
い
時
代
の
響
き
を
敏
感
に
感
じ
取
っ
て
い
た
。
の
ち
に
明
治
の



﻿
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近代日本の洋楽受容

音
楽
教
育
の
礎
を
築
く
伊
沢
修
二
が
高
遠
藩
の
鼓
手
で
あ
っ
た
こ
と
も
、

彼
が
西
洋
音
楽
に
興
味
を
抱
く
に
至
る
ひ
と
つ
の
契
機
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
4
。

一
八
五
八
年
七
月
二
十
九
日
、
徳
川
幕
府
は
ア
メ
リ
カ
政
府
と
日
米

修
好
通
商
条
約
を
締
結
し
、
翌
五
九
年
七
月
四
日
、
横
浜
と
長
崎
を
開

港
し
た
。
ア
メ
リ
カ
人
の
宣
教
師
・
医
師
ヘ
ボ
ン
博
士Jam

es C
u

rtis 

H
ep

b
u

rn

（
一
八
一
五
〜
一
九
一
一
）
が
妻
の
ク
ラ
ラ
を
伴
っ
て
来
日

し
た
の
は
同
年
十
月
十
七
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
同
じ
く
十
一
月
一
日
に

は
や
は
り
ア
メ
リ
カ
の
宣
教
師
Ｓ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ンSam

u
el R

o
bb

in
s 

B
ro

w
n

（
一
八
一
〇
〜
八
〇
）
も
来
日
し
、
十
一
月
十
三
日
に
は
神
奈
川

の
成
仏
寺
で
最
初
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
礼
拝
を
行
っ
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
は

こ
の
時
す
で
に
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
と
ピ
ア
ノ
を
持
ち
込
ん
で
い
た
。
キ
リ

ス
ト
教
は
当
時
ま
だ
禁
教
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
が
英
語
で
讃
美
歌
を
歌
っ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

一
八
六
二
年
十
二
月
、
ヘ
ボ
ン
博
士
夫
妻
は
横
浜
に
新
し
く
で
き
た
外

人
居
留
地
に
家
を
新
築
し
、
施
療
院
を
開
業
し
た
。
翌
六
三
年
秋
、
ク
ラ

ラ
夫
人
は
英
語
を
中
心
と
し
た
教
育
活
動
も
開
始
し
た
。
い
わ
ゆ
る
ヘ
ボ

ン
塾
が
こ
れ
で
あ
る
。
後
に
総
理
大
臣
と
な
っ
た
高
橋
是
清
、
駐
英
国
大

使
と
し
て
日
英
同
盟
を
締
結
し
外
務
大
臣
も
務
め
た
林
董
（
は
や
し
た
だ

す)

、
三
井
物
産
や
中
外
物
価
新
報
（
日
本
経
済
新
聞
の
前
身
）
を
創
設

し
た
益
田
孝
を
は
じ
め
と
す
る
優
れ
た
人
材
が
輩
出
し
た
こ
と
は
知
ら
れ

て
い
る
。

西
洋
音
楽
の
受
容
に
と
っ
て
興
味
深
い
の
は
、
ク
ラ
ラ
夫
人
が
ヘ
ボ
ン

塾
で
始
め
た
日
曜
学
校
で
あ
る
。
オ
ル
チ
ン
師
が
伝
え
る
よ
う
に
、
夫
人

は
そ
こ
に
集
ま
っ
て
き
た
日
本
の
子
供
た
ち
に
英
語
の
教
材
と
し
て
讃
美

歌
を
教
え
た
の
で
あ
る
。
英
語
の
讃
美
歌
が
日
本
語
に
訳
さ
れ
て
歌
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
頃
の
こ
と
で
あ
る
が
、

ク
ラ
ラ
・
ヘ
ボ
ン
の
日
曜
学
校
で
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
英
語
の
讃
美
歌
を

歌
わ
れ
て
い
た
5
。

グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
や
コ
ラ
ー
ル
に
そ
の
源
を
も
つ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

讃
美
歌
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
西
洋
音
楽
の
原
点
で
あ
る
。
日
本
に
お
け

る
西
洋
音
楽
受
容
の
黎
明
期
に
、
そ
う
し
た
讃
美
歌
が
ま
さ
に
横
浜
の
子

供
た
ち
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
始
め
た
と
い
う
こ
と
に
は
ま
こ
と
に
意
味
深
い

も
の
が
あ
る
。
勝
海
舟
の
嫁
ク
ラ
ラ
・
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
が
伝
え
て
い
る
よ

う
に
、
ヘ
ボ
ン
塾
で
は
オ
ル
ガ
ン
の
指
導
も
行
な
わ
れ
て
い
た
6
。
明
治

学
院
は
二
〇
一
三
年
に
ヘ
ボ
ン
塾
開
設
以
来
一
五
〇
周
年
を
迎
え
る
が
、

同
年
は
そ
の
意
味
で
ひ
と
つ
の
「
日
本
の
洋
楽
一
五
〇
周
年
」
で
も
あ
る
。

三
、
明
治
初
期
（
一
八
六
八
年
～
一
八
九
〇
年
頃
）

一
八
六
七
年
の
大
政
奉
還
、
そ
し
て
翌
一
八
六
八
年
の
明
治
改
元
を
も

っ
て
い
わ
ゆ
る
明
治
維
新
が
始
ま
っ
た
。
明
治
政
府
は
、
欧
米
列
強
に
対

抗
す
べ
き
国
力
の
確
立
を
目
指
し
、
急
速
な
近
代
化
を
推
し
進
め
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
「
富
国
強
兵
」
の
確
立
の
た
め
に
は
「
和
魂
洋
才
」
が
喧
伝

さ
れ
、
西
洋
文
化
の
学
習
が
急
務
と
さ
れ
た
。
一
八
七
一
年
、
イ
ギ
リ
ス

人
楽
長
フ
ェ
ン
ト
ンJo

h
n

 W
illiam

 Fen
to

n

（
一
八
三
一
〜
九
〇
）
の
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指
導
の
下
、
海
軍
軍
楽
隊
が
設
立
さ
れ
た
。
軍
備
の
拡
充
は
西
洋
音
楽
学

習
の
ひ
と
つ
の
契
機
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
初
期
の
音
楽
教
育
を
考
え
る
上
で
の
中
心
的
人
物
は
伊
澤
修

二
（
一
八
五
一
〜
一
九
一
七
）
を
お
い
て
ほ
か
は
な
い
。
伊
澤
は
高
遠

藩
の
鼓
手
で
あ
っ
た
が
、
維
新
後
、
大
学
南
校
で
フ
ル
ベ
ッ
キG

u
id

o
 

H
erm

an
 Frid

o
lin

 V
erb

eck

（
一
八
三
〇
〜
一
八
九
八
）
の
も
と
で
洋

学
を
学
び
、
文
部
省
に
入
っ
た
。
一
八
七
四
年
、
愛
知
師
範
学
校
長
と
な

る
が
、
翌
七
五
年
、
師
範
学
校
調
査
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
さ
れ
、

ル
ー
サ
ー
・
ホ
ワ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
メ
ー
ソ
ンLu

th
er W

h
itin

g M
aso

n

（
一
八
一
八
〜
九
六
）
に
音
楽
教
育
を
、
電
話
の
発
明
者
と
し
て
知
ら
れ

る
グ
ラ
ハ
ム
・
ベ
ル
に
視
話
法
を
学
ん
だ
。

明
治
政
府
の
法
律
顧
問
で
あ
り
、
の
ち
に
明
治
学
院
の
創
立
者
の
ひ
と

り
と
な
る
フ
ル
ベ
ッ
キ
は
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学
す
る
伊
澤
を
呼
ん
で
一
冊

の
本
を
手
渡
し
た
。
マ
テ
ィ
ル
ダ
・
ク
リ
ー
ゲM

atild
a H

. K
riege 

に

よ
る“T

h
e C

h
ild

. Its N
atu

re an
d

 R
elatio

n
s”

と
い
う
英
語
の
本
で

あ
っ
た
。
同
書
は
、
フ
レ
ー
ベ
ル
門
下
の
女
流
教
育
学
者
ベ
ル
タ
・
フ
ォ

ン
・
マ
ー
レ
ン
ホ
ル
ツ
＝
ビ
ュ
ー
ロ
夫
人B

erth
a vo

n
 M

ah
len

h
o

z-

B
ü

lo
w

に
よ
る
教
育
書
『
子
ど
も
、
子
ど
も
の
本
質
』D

as K
in

d
 u

n
d

 

sein
 W

esen
 

の
英
訳
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
伊
澤
は
同
書
を
通
じ
て
、
音

楽
を
情
操
教
育
や
道
徳
教
育
の
手
段
と
し
て
理
解
し
て
い
た
の
で
あ

る
7
。 

伊
澤
の
帰
国
を
待
っ
て
明
治
政
府
は
一
八
七
九
年
、
音
楽
教
育
の
調
査

研
究
を
目
的
と
し
た
音
楽
取
調
掛
を
設
立
し
た
。
担
当
官
と
な
っ
た
伊
澤

は
、
一
八
八
〇
〜
八
二
年
、
メ
ー
ソ
ン
を
招
聘
し
、
音
楽
教
育
の
基
礎
固

め
に
あ
た
っ
た
。

音
楽
取
調
掛
は
、
伊
澤
の
指
導
、
メ
ー
ソ
ン
の
協
力
の
も
と
に
『
小
学

唱
歌
集
』（
全
三
編
、
一
八
八
二
〜
八
四
）
を
出
版
し
、
音
楽
教
育
の
基

礎
と
し
た
。
ル
ソ
ー
の
幕
間
劇
《
村
の
占
い
師
》Le D

evin
 d

u
 V

illage

に
基
づ
く
《
見
わ
た
せ
ば
》（
む
す
ん
で
ひ
ら
い
て
）、
ド
イ
ツ
民
謡
に
基

づ
く
《
蝶
々
》、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
謡
に
基
づ
く
《
蛍
》（
蛍
の
光
）
な
ど
、

西
洋
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
基
づ
く
も
の
が
大
半
を
占
め
て
い
た
。

一
八
八
八
年
、
音
楽
取
調
掛
は
東
京
音
楽
学
校
に
改
組
さ
れ
た
。
そ

の
開
校
に
あ
た
り
、
外
国
人
教
師
と
し
て
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
招
聘
さ
れ
、

一
八
九
四
年
ま
で
教
育
に
当
た
っ
た
の
が
ル
ド
ル
フ
・
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ

R
u

d
o

lf D
ittrich

（
一
八
六
七
〜
一
九
一
九
）
で
あ
る
。

一
八
七
六
年
、
宮
内
庁
楽
部
は
、
海
軍
軍
楽
隊
の
楽
長
だ
っ
た
フ
ェ
ン

ト
ン
の
指
導
に
よ
り
伝
統
の
雅
楽
と
平
行
し
て
西
洋
音
楽
も
学
び
始
め
て

い
る
が
、
一
八
七
九
年
秋
に
は
、
ド
イ
ツ
人
指
揮
者
フ
ラ
ン
ツ
・
エ
ッ
ケ

ル
ト
の
指
揮
に
よ
り
、
最
初
の
管
弦
楽
演
奏
会
を
開
催
し
て
い
る
。

エ
ッ
ケ
ル
ト
は
《
君
が
代
》
の
制
定
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
古
今
和
歌

集
に
あ
る
詠
み
人
知
ら
ず
の
和
歌
に
よ
る
歌
詞
に
最
初
に
作
曲
し
た
の
は

イ
ギ
リ
ス
人
フ
ェ
ン
ト
ン
だ
っ
た
が
、
西
洋
風
の
響
き
は
当
時
の
日
本
人

に
は
な
じ
ま
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
一
八
八
〇
年
、
宮
内
庁
楽
部
の
伶
人

奥
好
義
が
そ
れ
に
旋
律
を
付
し
、
さ
ら
に
一
等
伶
人
の
林
廣
守
が
作
曲
し
、

エ
ッ
カ
ル
ト
が
和
声
付
け
し
て
現
在
の
国
歌
が
で
き
あ
が
っ
た
と
い
う
。

一
八
八
三
年
に
は
東
京
に
鹿
鳴
館
が
建
て
ら
れ
た
。
主
と
し
て
外
国
か
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ら
の
賓
客
や
外
交
官
の
接
待
を
目
的
と
し
た
施
設
だ
が
、
不
平
等
条
約
の

撤
廃
を
目
指
し
て
い
た
外
務
大
臣
の
井
上
馨
が
、
日
本
が
文
明
国
で
あ
る

こ
と
を
印
象
づ
け
よ
う
と
努
力
し
た
「
欧
化
政
策
」
の
一
環
と
し
て
の
装

置
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

外
国
人
か
ら
は
西
欧
文
化
の
「
猿
ま
ね
」
と
陰
口
を
た
た
か
れ
た
が
、

当
時
の
日
本
外
交
の
必
死
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
当

時
す
で
に
こ
れ
だ
け
の
欧
風
建
築
を
実
現
し
得
た
日
本
の
技
術
力
も
み
ご

と
だ
し
、
西
洋
音
楽
の
発
展
に
対
し
て
な
さ
れ
た
貢
献
は
計
り
知
れ
な
い
。

四
、
明
治
後
期
（
一
八
九
〇
年
頃
～
一
九
一
二
年
）

明
治
後
期
に
な
る
と
、
本
格
的
な
技
術
を
備
え
た
日
本
人
演
奏
家
も
出

て
く
る
。
そ
の
最
初
の
例
が
幸
田
延
（
一
八
七
〇
〜
一
九
四
六
）
で
あ
る
。

幸
田
は
小
説
家
幸
田
露
伴
の
妹
と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
に
育
っ
た
。
女
子

高
等
師
範
附
属
小
学
校
の
生
徒
の
時
に
メ
ー
ソ
ン
に
才
能
を
認
め
ら
れ
、

音
楽
取
調
掛
に
学
ん
だ
が
、
一
八
八
九
年
、
留
学
生
と
し
て
ま
ず
ボ
ス
ト

ン
に
、
さ
ら
に
は
ウ
ィ
ー
ン
に
派
遣
さ
れ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
音
楽
院
で
は
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
を
ヨ
ゼ
フ
・
ヘ
ル
メ
ス
ベ
ル
ガ
ー
（
息
子
）、
ピ
ア
ノ
を
フ

リ
ー
デ
リ
ケ
・
ジ
ン
ガ
ー
、
作
曲
と
音
楽
理
論
を
ヨ
ハ
ン
・
ネ
ポ
ム
ー

ク
・
フ
ッ
ク
ス
に
師
事
し
て
い
る
。
一
八
九
五
年
に
帰
国
後
、
母
校
の
教

授
と
し
て
活
躍
し
た
。
翌
九
六
年
の
帰
国
演
奏
会
で
は
、
バ
ッ
ハ
の
《
シ

ャ
コ
ン
ヌ
》
等
を
披
露
し
、
当
時
の
聴
衆
を
驚
か
せ
て
い
る
8
。

当
時
、
音
楽
理
論
の
領
域
で
世
界
的
業
績
を
挙
げ
た
日
本
人
が
い
た
こ

と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
田
中
正
平
（
一
八
六
二
〜
一
九
四
五
）
が
そ

の
人
で
あ
る
。
田
中
は
、
東
京
帝
国
大
学
物
理
学
科
を
首
席
で
卒
業
し
た

後
、
一
八
八
四
年
、
森
鴎
外
ら
と
と
も
に
ベ
ル
リ
ン
に
留
学
し
た
。
ヘ
ル

ム
ホ
ル
ツ
の
も
と
で
音
響
学
を
学
ぶ
か
た
わ
ら
、
音
楽
理
論
は
も
と
よ
り

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
合
唱
な
ど
も
学
び
、
一
八
八
九
年
、
純
正
調
リ
ー
ド
オ

ル
ガ
ン
を
発
明
し
た
。
こ
の
楽
器
は
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
に

「
エ
ン
ハ
ル
モ
ニ
ウ
ム
」
と
命
名
さ
れ
た
。
彼
は
さ
ら
に
皇
帝
ヴ
ィ
ル
ヘ

ル
ム
二
世
の
後
援
を
得
て
一
八
九
二
年
に
は
純
正
調
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

も
完
成
し
て
い
る
。
一
八
九
九
年
に
帰
国
後
は
鉄
道
調
査
所
に
勤
務
す
る

が
、
同
時
に
自
宅
に
邦
楽
研
究
所
（
美
音
会
）
を
設
置
し
、
邦
楽
家
の
援

助
や
邦
楽
曲
の
採
譜
な
ど
を
行
っ
た
。

田
中
の
門
下
か
ら
は
東
洋
音
楽
研
究
の
田
辺
尚
雄
（
一
八
八
三
〜

一
九
八
四
）
や
、
長
唄
を
五
線
譜
で
採
譜
し
、
さ
ら
に
「
小
十
郎
譜
」

と
呼
ば
れ
る
独
自
の
記
譜
法
を
開
発
し
た
吉
住
小
十
郎
（
一
八
八
六
〜

一
九
三
三
）
が
出
て
い
る
。

世
界
的
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
三
浦
環
（
一
八
八
四
〜
一
九
四
六
）
が
世
に
出

た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
三
浦
は
一
九
〇
三
年
、
日
本
人
に
よ
る
最
初
の

オ
ペ
ラ
公
演
と
い
わ
れ
る
グ
ル
ッ
ク
の
《
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
と
エ
ウ
リ
デ
ィ

ー
チ
ェ
》
に
も
出
演
し
て
い
る
が
、
一
九
一
四
〜
二
二
年
、
ド
イ
ツ
に
留

学
し
た
後
、
欧
米
各
地
で
活
躍
し
、
当
た
り
役
と
な
っ
た
《
マ
ダ
ム
・
バ

タ
フ
ラ
イ
》
の
蝶
々
さ
ん
は
欧
米
各
地
で
二
千
回
以
上
出
演
し
た
と
い
う
。

日
本
人
が
作
曲
し
た
オ
ペ
ラ
も
生
ま
れ
た
。
今
日
で
は
長
野
県
歌

《
信
濃
の
国
》
の
作
曲
者
と
し
て
知
ら
れ
る
北
村
季
晴
（
一
八
七
二
〜
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一
九
三
一
）
は
、
日
露
戦
争
に
勝
利
し
た
一
九
〇
五
年
に
《
露
営
の
夢
》

を
作
曲
し
、
歌
舞
伎
座
で
上
演
し
て
い
る
。
北
村
も
田
中
正
平
の
門
下
で

あ
っ
た
。

本
格
的
な
楽
器
の
製
作
も
始
ま
っ
た
。
一
八
八
五
年
に
は
山
葉
寅
楠

（
一
八
五
六
〜
一
九
一
六
）
が
浜
松
で
リ
ー
ド
・
オ
ル
ガ
ン
の
製
作
を
始

め
、
一
八
八
八
年
に
は
鈴
木
政
吉
（
一
八
五
九
〜
一
九
四
四
）
が
名
古
屋

で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
製
作
を
始
め
て
い
る
。
ま
た
一
八
九
〇
年
に
は
す
で
に

『
音
楽
雑
誌
』（
一
八
九
〇
〜
九
八
）
と
い
う
音
楽
専
門
の
雑
誌
が
刊
行
さ

れ
て
い
る
。

帝
国
劇
場
が
開
場
し
た
の
は
一
九
一
一
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
オ
ペ
ラ

団
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
有
し
て
い
た
た
め
、
歌
舞
伎
の
上
演
と
並
ん
で
、

《
カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア
・
ル
ス
テ
ィ
カ
ー
ナ
》
の
よ
う
な
西
洋
の
オ
ペ
ラ
も
上

演
さ
れ
た
。
北
村
季
晴
の
オ
ペ
ラ
《
ド
ン
ブ
ラ
コ
》
は
、
一
九
一
二
年
に

歌
舞
伎
座
で
初
演
さ
れ
た
が
、
好
評
の
た
め
翌
一
三
年
に
は
帝
国
劇
場
の

オ
ペ
ラ
及
び
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
員
に
よ
る
レ
コ
ー
ド
が
発
売
さ
れ
、
さ
ら

に
一
九
一
四
年
に
は
宝
塚
少
女
歌
劇
団
の
第
一
回
公
演
を
飾
っ
て
い
る
。

五
、
大
正
期
（
一
九
一
二
～
二
六
年
）

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
大
正
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
時
代
が
や
っ
て
き
た
。
西

洋
文
化
へ
の
憧
れ
が
、
市
民
生
活
を
変
化
さ
せ
始
め
た
の
で
あ
る
。

帝
国
劇
場
で
は
、
一
九
一
三
〜
一
六
年
の
間
に
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

《
魔
笛
》
や
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
の
《
天
国
と
地
獄
》
な
ど
、
多
数
の

オ
ペ
ラ
が
上
演
さ
れ
た
。
イ
タ
リ
ア
人
の
演
出
家
ロ
ー
シ
ーG

io
van

n
i 

V
itto

rio
 R

o
si

（
一
八
六
七
〜
没
年
不
詳
）
を
招
聘
し
た
成
果
で
あ
る
。

当
時
と
し
て
は
先
端
的
だ
っ
た
こ
の
帝
劇
歌
劇
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
費

用
が
か
さ
ん
だ
こ
と
を
理
由
に
解
散
と
な
っ
た
。
ロ
ー
シ
ー
は
赤
坂
に
ロ

ー
ヤ
ル
館
を
設
立
し
て
《
椿
姫
》
等
を
上
演
し
た
が
、
一
九
一
八
年
に
は

こ
れ
も
解
散
し
て
る
。

オ
ペ
ラ
の
新
た
な
担
い
手
と
な
っ
た
の
は
「
浅
草
オ
ペ
ラ
」
で
、

一
九
一
七
〜
二
三
年
、《
カ
ル
メ
ン
》、《
リ
ゴ
レ
ッ
ト
》、《
サ
ロ
メ
》
な

ど
を
、
短
縮
さ
れ
た
か
た
ち
と
は
い
え
次
々
に
上
演
し
た
。
原
信
子
、
田

谷
力
三
、
藤
原
義
江
と
い
っ
た
ス
タ
ー
歌
手
が
誕
生
し
た
ほ
か
、
伊
庭
孝
、

佐
々
紅
華
ら
に
よ
る
日
本
の
オ
ペ
ラ
も
上
演
さ
れ
た
。
浅
草
オ
ペ
ラ
は
日

本
の
市
民
生
活
に
オ
ペ
ラ
を
根
付
か
せ
る
か
に
思
え
た
が
、
一
九
二
三
年
、

関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
壊
滅
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

大
正
時
代
に
は
、
海
外
の
一
流
音
楽
家
の
来
日
も
始
ま
っ
て
い
る
。
上

海
を
本
拠
と
し
て
た
シ
ュ
ト
ロ
ー
ク
と
い
う
ユ
ダ
ヤ
系
の
音
楽
興
行
師
が

仕
掛
け
人
で
あ
っ
た
。
一
九
一
九
年
に
は
露
西
亜
歌
劇
団
が
来
日
、
ま
た

一
九
二
一
〜
二
六
年
に
は
、
エ
ル
マ
ン
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
、
ハ
イ
フ
ェ
ッ

ツ
と
い
っ
た
巨
匠
た
ち
が
次
々
に
来
日
し
、
音
楽
フ
ァ
ン
を
虜
に
し
た
。

日
本
初
の
国
際
的
水
準
の
作
曲
家
と
な
っ
た
の
は
山
田
耕
筰

（
一
八
八
六
〜
一
九
六
三
）で
あ
る
。
山
田
は
東
京
音
楽
学
校
で
学
ん
だ
後
、

三
菱
の
総
帥
岩
崎
小
弥
太
の
援
助
を
得
て
一
九
一
〇
〜
一
四
年
、
ベ
ル
リ

ン
に
留
学
し
た
。
帰
国
後
は
国
民
的
歌
曲
「
赤
と
ん
ぼ
」
に
代
表
さ
れ
る

数
多
く
の
作
品
を
残
し
た
ほ
か
、
日
本
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
運
動
、
歌
劇
運
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動
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
た
9
。

第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
〜
一
八
）
で
は
、
青
島
陥
落
（
一
九
一
四

年
）
の
結
果
、
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
青
島
総
督
以
下
多
数
の
ド
イ
ツ
軍
捕
虜
が

日
本
各
地
一
四
の
捕
虜
収
容
所
に
に
収
容
さ
れ
た
。
な
か
で
も
徳
島
県
の

板
東
俘
虜
収
容
所
で
は
、
一
九
一
八
年
六
月
一
日
、
寛
大
な
取
り
扱
い
に

感
謝
し
た
捕
虜
た
ち
に
よ
り
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
第
九
」
が
上
演
さ
れ

た
。
公
式
初
演
は
一
九
二
四
年
十
一
月
二
十
九
・
三
十
日
の
両
日
、
グ
ス

タ
フ
・
ク
ロ
ー
ン
指
揮
東
京
音
楽
学
校
管
絃
楽
団
・
合
唱
団
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

一
九
一
八
年
七
月
、
児
童
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
詩
人
の

西
条
八
十
、
北
原
白
秋
、
作
曲
家
の
成
田
為
三
、
山
田
耕
筰
ら
に
よ
っ
て

芸
術
性
豊
か
な
童
謡
が
次
々
に
発
表
さ
れ
た
。
一
九
一
九
年
に
は
『
金
の

船
』
も
創
刊
さ
れ
詩
人
の
野
口
雨
情
に
よ
る
数
々
の
童
謡
が
発
表
さ
れ
た
。

六
、
昭
和
初
期
（
一
九
二
六
年
～
四
五
年
）

一
九
二
五
年
、
社
団
法
人
東
京
放
送
局
、
名
古
屋
放
送
局
、
大
阪
放
送

局
が
創
立
さ
れ
、
ラ
ジ
オ
放
送
が
始
ま
っ
た
。
翌
二
六
年
、
三
社
の
業
務

は
社
団
法
人
日
本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
に
統
合
さ
れ
た
。
爾
来
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
音
楽
番
組
は
日
本
の
音
楽
文
化
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な

る
。
こ
の
頃
、
レ
コ
ー
ド
産
業
、
映
画
音
楽
も
最
初
の
繁
栄
を
迎
え
て
い

る
。一

九
二
七
年
、
近
衛
秀
麿
に
よ
っ
て
新
交
響
楽
団
が
創
立
さ
れ
た
10
。

一
九
三
六
年
に
は
マ
ン
ハ
イ
ム
歌
劇
場
音
楽
監
督
だ
っ
た
ユ
ダ
ヤ
系
ポ
ー

ラ
ン
ド
人
指
揮
者
ヨ
ゼ
フ
・
ロ
ー
ゼ
ン
シ
ュ
ト
ッ
ク
が
常
任
指
揮
者
と
し

て
迎
え
ら
れ
た
11
。

一
九
三
〇
年
代
に
は
ロ
ー
ゼ
ン
シ
ュ
ト
ッ
ク
の
み
な
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
活
躍
し
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
系
の
音
楽
家
が
次
々
に
来
日
し
、
日
本
の
音

楽
界
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ブ
ゾ

ー
ニ
門
下
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
だ
っ
た
レ
オ
・
シ
ロ
タ
（
一
九
二
九
年
来
日
）、

マ
ー
ラ
ー
の
助
手
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
作
曲
家
・
指
揮
者
の
ク
ラ
ウ

ス
・
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
（
一
九
三
一
年
来
日
、
東
京
音
楽
学
校
作
曲
科

教
師
）、
ベ
ル
リ
ン
音
楽
大
学
教
授
だ
っ
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
レ
オ
ニ
ー
ド
・

ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー
（
一
九
三
一
年
・
三
三
年
来
日
、
東
京
音
楽
学
校
ピ
ア
ノ

科
教
師
）
が
そ
の
例
で
あ
る
12
。

シ
ロ
タ
の
門
下
か
ら
は
藤
田
晴
子
、
田
中
園
子
、
豊
増
昇
、
園
田
高
広

と
い
っ
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
、
ま
た
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
門
下
か
ら
は
清
瀬

保
二
、
尾
高
尚
忠
、
山
田
和
男
（
一
雄
）、
高
田
三
郎
、
安
部
幸
明
、
長

谷
川
良
夫
、
平
井
康
三
郎
ら
の
戦
中
戦
後
を
代
表
す
る
作
曲
家
が
出
て
い

る
。作

曲
家
諸
井
三
郎
（
一
九
〇
三
〜
七
七
）
の
存
在
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
彼
は
東
大
在
学
中
に
前
衛
的
音
楽
集
団
「
ス
ル
ヤ
」
を
結
成
し
、

次
々
に
作
品
を
発
表
し
た
。
同
人
に
は
河
上
徹
太
郎
、
ま
た
そ
の
周
囲
に

は
三
好
達
治
、
中
原
中
也
、
小
林
秀
雄
、
中
島
健
蔵
、
今
日
出
海
、
大
岡

昇
平
ら
が
い
た
。
一
九
三
二
〜
三
四
年
、
ベ
ル
リ
ン
に
留
学
し
、
レ
オ
・

シ
ュ
ラ
ッ
テ
ン
ホ
ル
ツ
、
マ
ッ
ク
ス
・
ト
ラ
ッ
プ
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
グ
マ
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ン
ド
ル
に
師
事
し
、
新
古
典
主
義
的
な
作
風
を
学
ぶ
。
門
下
か
ら
は
柴
田

南
雄
、
戸
田
邦
雄
、
入
野
義
朗
、
木
下
忠
司
、
尾
崎
宗
吉
、
市
川
都
志
春
、

矢
代
秋
雄
ら
が
輩
出
し
、
次
男
の
諸
井
誠
も
戦
後
を
代
表
す
る
作
曲
家
の

ひ
と
り
と
な
っ
た
。

作
曲
家
松
平
頼
則
（
一
九
〇
七
〜
二
〇
〇
一
）
の
多
彩
な
活
動
も
、
す

で
に
こ
の
頃
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
新
古
典
主
義
的
な
作
風
か
ら
出
発
し

た
彼
は
、
戦
後
に
は
雅
楽
と
十
二
音
技
法
を
融
合
さ
せ
、
そ
の
前
衛
性
が

国
際
的
に
高
い
評
価
を
得
る
な
ど
、
九
四
歳
で
世
を
去
る
ま
で
常
に
作
曲

の
最
前
線
で
活
動
を
続
け
た
。

一
九
三
九
年
に
来
日
し
た
作
曲
家
・
指
揮
者
の
マ
ン
フ
レ
ー
ト
・
グ
ル

リ
ッ
ト
は
ユ
ダ
ヤ
系
で
は
な
か
っ
た
が
、
前
衛
的
な
作
風
が
ナ
チ
ス
に
よ

っ
て
「
退
廃
芸
術
」
と
さ
れ
、
ド
イ
ツ
で
の
活
躍
の
場
を
失
っ
た
た
め
の

来
日
だ
っ
た
。
ブ
レ
ー
メ
ン
歌
劇
場
の
音
楽
監
督
で
ベ
ル
リ
ン
で
も
し
ば

し
ば
指
揮
を
し
て
い
た
グ
ル
リ
ッ
ト
は
、
日
本
の
オ
ペ
ラ
の
発
展
に
多
大

な
貢
献
を
な
し
て
い
る
。

一
九
三
四
年
、
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
藤
原
義
江
（
一
八
九
八
〜

一
九
七
六
）
に
よ
っ
て
藤
原
歌
劇
団
が
創
立
さ
れ
た
。
藤
原
は
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
貿
易
商
リ
ー
ド
を
父
に
、
日
本
人
芸
者
を
母
に
下
関
で
生
ま

れ
、
苦
難
の
少
年
時
代
を
送
っ
た
。
暁
星
小
学
部
、
明
治
学
院
中
等
部
、

京
北
中
学
、
早
稲
田
実
業
を
転
々
と
し
た
あ
と
、
浅
草
オ
ペ
ラ
に
活
路
を

見
出
し
た
。
一
九
二
〇
〜
二
三
年
、
ミ
ラ
ノ
に
留
学
し
た
後
、
ロ
ン
ド
ン
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
さ
ら
に
一
九
三
〇
〜
三
二
年
に
は
イ
タ
リ
ア
各
地
と
パ

リ
で
活
躍
し
、
帰
国
後
、
藤
原
歌
劇
団
を
創
立
し
た
の
で
あ
る
13
。

一
九
四
〇
年
十
二
月
に
歌
舞
伎
座
で
行
わ
れ
た
「
紀
元
二
六
〇
〇
年
奉

祝
会
」
に
は
、
イ
ベ
ー
ル
、
ヴ
ェ
レ
ッ
シ
ュ
、
ピ
ツ
ェ
ッ
テ
ィ
、
Ｒ
・
シ

ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
曲
に
よ
る
奉
祝
曲
が
上
演
さ
れ
た
が
、
太
平
洋
戦
争
下

（
一
九
四
一
〜
四
五
）
の
日
本
に
お
い
て
は
、
音
楽
活
動
の
持
続
に
は
し

だ
い
に
多
く
の
困
難
が
伴
う
よ
う
に
な
っ
た
。

七
、
昭
和
後
期
・
戦
後
（
一
九
四
五
以
降
）

一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
、
戦
争
は
終
わ
っ
た
。
戦
後
の
復
興
の
中
で

音
楽
活
動
も
ま
た
た
く
ま
し
く
息
を
吹
き
返
し
た
。
戦
時
下
に
は
「
敵
性

音
楽
」
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
た
ジ
ャ
ズ
に
代
表
さ
れ
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音

楽
も
、
さ
な
が
ら
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
流
入
し
、
日
本
の
新
し
い
音
楽
文

化
が
創
ら
れ
て
ゆ
く
14
。

戦
後
の
新
し
い
潮
流
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
「
早

期
教
育
」
だ
ろ
う
。
一
九
四
六
年
、
鈴
木
鎮
一
は
松
本
音
楽
院
を
創
立
、

「
才
能
教
育
」
の
の
ろ
し
を
上
げ
た
。
一
九
四
八
年
に
は
「
才
能
教
育
研

究
会
」
が
設
立
さ
れ
、
後
年
、「
ス
ズ
キ
・
メ
ソ
ー
ド
」
が
世
界
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
教
育
を
変
え
る
礎
と
な
っ
た
。
同
じ
く
一
九
四
八
年
に
は
市
ヶ

谷
の
東
京
家
政
学
院
に
、
斉
藤
秀
雄
、
井
口
基
成
、
吉
田
秀
和
ら
に
よ
っ

て
「
子
供
の
た
め
の
音
楽
教
室
」
が
開
か
れ
た
。
こ
れ
は
後
に
桐
朋
女
子

高
等
学
校
音
楽
科
塔
を
経
て
現
在
の
桐
朋
学
園
大
学
音
楽
学
部
へ
と
発
展

し
、
小
澤
征
爾
（
指
揮
）、
中
村
紘
子
（
ピ
ア
ノ
）、
堤
剛
（
チ
ェ
ロ
）
に
代

表
さ
れ
る
世
界
的
な
音
楽
家
の
輩
出
に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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一
九
四
六
年
に
は
藤
原
歌
劇
団
が
再
結
成
さ
れ
る
な
ど
、
各
種
の
音
楽

団
体
が
相
次
い
で
創
立
さ
れ
た
。
戦
時
下
の
満
州
で
ハ
ル
ビ
ン
交
響
楽
団

の
指
揮
者
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
た
朝
比
奈
隆
は
、
一
九
四
七
年
、
大
阪

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
を
創
立
15
。
一
九
五
一
年
、
日
本
交
響
楽

団
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
に
改
称
さ
れ
た
。
な
お
日
本
交
響
楽
団
は
、
終
戦

直
後
の
一
九
四
五
年
九
月
に
定
期
演
奏
会
を
再
開
し
、
尾
高
尚
忠
が
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
《
英
雄
》
ほ
か
を
指
揮
し
て
い
る
。
一
九
五
二
年
、
日
比

谷
公
会
堂
で
、
オ
ペ
ラ
カ
ン
パ
ニ
ー
「
二
期
会
」
の
旗
揚
げ
公
演
が
行
わ

れ
て
い
る
。
グ
ル
リ
ッ
ト
指
揮
に
よ
る
《
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
》
だ
っ
た
。

作
曲
界
も
ま
た
活
況
を
示
し
始
め
た
。
戦
前
の
日
本
の
作
曲
界
は
、
明

治
以
来
、
ド
イ
ツ
音
楽
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
が
、
新
し
い
時
代
の
響

き
は
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
の
も
と
に
発
展
す
る
。
俳
人
高
浜
虚
子
の
次
男
池

内
友
次
郎
（
一
九
〇
六
〜
九
一
）
は
、
一
九
二
七
〜
三
七
年
、
パ
リ
音
楽

院
に
留
学
し
、
ア
ン
リ
・
ビ
ュ
セ
ー
ル
ほ
か
に
学
ん
だ
。
帰
国
後
は
日
本

大
学
芸
術
科
教
授
を
経
て
、
一
九
四
七
年
、
東
京
音
楽
学
校
（
の
ち
の
東

京
芸
術
大
学
）
作
曲
科
教
授
と
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
流
の
音
楽
理
論
、
作
曲

教
育
を
実
践
す
る
。
門
下
か
ら
は
黛
敏
郎
、
諸
井
誠
、
間
宮
芳
生
、
松
村

禎
三
、
矢
代
秋
雄
、
三
善
晃
、
池
辺
晋
一
郎
な
ど
多
数
の
俊
英
が
輩
出
し

た
。の

ち
に
日
本
を
代
表
す
る
作
曲
家
と
し
て
と
し
て
の
国
際
的
名
声
を
得

る
に
い
た
る
武
満
徹
（
一
九
三
〇
〜
九
六
）
は
、
清
瀬
保
二
に
師
事
し
た

こ
と
も
あ
る
が
ほ
と
ん
ど
独
学
の
道
を
選
ん
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
の
個
性
の

確
立
で
も
あ
っ
た
。
一
九
五
一
年
に
詩
人
の
滝
口
修
造
に
よ
っ
て
結
成
さ

れ
た
「
実
験
工
房
」
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
方
面
の
芸
術
家
と

出
会
い
、
映
画
、
演
劇
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の
た
め
の
音
楽
を
担
当
し
、

電
子
音
楽
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
、
邦
楽
器
、
図
形
楽
譜
な

ど
あ
ら
ゆ
る
音
素
材
や
表
現
を
駆
使
し
て
独
自
の
音
の
世
界
を
創
造
し
た
。

尺
八
と
琵
琶
を
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
対
峙
さ
せ
た
《
ノ
ヴ
ェ
ン
バ
ー
・
ス
テ

ッ
プ
ス
》
は
、
一
九
六
七
年
、
小
澤
征
爾
指
揮
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
に
よ
っ
て
初
演
さ
れ
、
世
界
的
名
声
へ
の
足
固
め
と
な
っ

た
16
。戦

後
の
日
本
社
会
で
は
、
映
画
や
テ
レ
ビ
の
た
め
の
音
楽
に
よ
っ

て
、
作
曲
家
と
社
会
と
の
関
係
が
確
立
さ
れ
て
き
た
。
や
は
り
独
学
で

日
本
独
自
の
民
族
主
義
的
な
作
風
を
貫
い
た
伊
福
部
昭
（
一
九
一
四
〜

二
〇
〇
六
）
が
、
映
画
『
ゴ
ジ
ラ
』（
一
九
五
四
年
）
や
『
座
頭
市
』
シ

リ
ー
ズ
の
音
楽
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
芥
川

也
寸
志
（
一
九
二
五
〜
八
九
）
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
赤
穂
浪
士
』

（
一
九
六
四
）
の
音
楽
に
よ
っ
て
大
衆
の
支
持
を
得
た
こ
と
は
、
む
し
ろ

積
極
的
に
評
価
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
芥
川
は
ま
た
合
唱
な
い
し
歌
声
運

動
の
指
導
者
、
ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
家
に
よ
る
新
交
響
楽
団
の
設
立
と
指
揮
、

日
本
音
楽
著
作
権
協
会
理
事
長
と
し
て
の
活
動
を
通
じ
て
、
戦
後
の
音
楽

界
全
体
の
隆
盛
に
貢
献
し
た
。

武
満
と
と
も
に
「
実
験
工
房
」
に
参
加
し
た
湯
浅
譲
二
（
一
九
二
九
年

生
）
も
、
基
本
的
に
独
学
の
作
曲
家
で
あ
る
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ

ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
の
教
授
活
動
（
一
九
八
一
〜
九
四
）
を
中
心
に
、
ベ
ル
リ

ン
、
パ
リ
な
ど
の
招
待
作
曲
家
と
し
て
、
む
し
ろ
世
界
で
の
評
価
が
高
い
。
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一
九
九
五
年
、
戦
後
五
〇
年
を
記
念
し
て
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
国
際
音

楽
祭
で
初
演
さ
れ
た
十
四
人
の
作
曲
家
に
よ
る
《
和
解
の
レ
ク
イ
エ
ム
》

で
も
、
ベ
リ
オ
（
イ
タ
リ
ア
）、
ツ
ェ
ル
ハ
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）、
ペ
ン
デ

レ
ツ
キ
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）、
リ
ー
ム
（
ド
イ
ツ
）、
シ
ュ
ニ
ト
ケ
（
ロ
シ
ア
）、

ク
ル
タ
ー
ク
（
ル
ー
マ
ニ
ア
）
ら
と
な
ら
ん
で
、
湯
浅
は
日
本
を
代
表
し

て
「
リ
ベ
ラ
・
メ
」
を
作
曲
し
て
い
る
。

一
柳
慧
（
一
九
三
三
年
生
）
は
、
一
九
五
四
〜
六
一
年
に
渡
米
し
、
ジ

ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
と
の
出
会
い
か
ら
、
図
形
楽
譜
や
偶
然
性
を
導
入
し
た
前

衛
的
な
作
風
で
話
題
を
呼
ん
だ
。
し
か
し
、
邦
楽
器
を
使
っ
た
創
作
・
演

奏
活
動
、
交
響
曲
「
ベ
ル
リ
ン
連
詩
」
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
交
響
曲

や
協
奏
曲
、《
モ
モ
》
や
《
愛
の
白
夜
》
な
ど
の
オ
ペ
ラ
な
ど
、
豊
饒
な

創
作
が
続
い
て
い
る
。

諸
井
誠
の
尺
八
曲
《
竹
籟
五
章
》（
一
九
六
四
）
の
よ
う
に
、
邦
楽
器

を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
日
本
の
作
曲
家
に
と
っ
て
有
効
な
武
器
と
な
っ

た
が
、
同
時
に
作
品
の
国
際
化
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
足
枷
と
も
な
り

う
る
。
一
九
六
四
年
に
「
日
本
音
楽
集
団
」
を
結
成
し
た
作
曲
家
三
木
稔

（
一
九
三
〇
〜
二
〇
一
一
）
に
は
、
旺
盛
な
創
作
と
並
ん
で
著
作
『
日
本

楽
器
法
』
も
あ
る
。
同
書
は
中
国
語
、
英
語
に
訳
さ
れ
、
邦
楽
器
の
国
際

化
に
貢
献
し
て
い
る
。

　ま
と
め

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
二
〜
二
〇
一
〇
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
音

楽
会
の
頂
点
と
も
い
え
る
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
の
音
楽
監
督
を
小
澤
征

爾
が
務
め
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
在
、
日
本
の
音
楽
家
は
世

界
各
地
で
活
躍
し
て
い
る
。
思
え
ば
、
ヘ
ボ
ン
塾
の
日
曜
学
校
で
日
本
の

こ
ど
も
た
ち
が
初
め
て
英
語
の
讃
美
歌
を
歌
っ
て
か
ら
、
わ
が
国
に
お
け

る
西
洋
音
楽
の
受
容
は
わ
ず
か
百
五
十
年
の
歴
史
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
日

本
人
が
こ
れ
ほ
ど
の
速
さ
で
西
洋
音
楽
を
学
び
、
あ
た
か
も
自
国
の
文
化

の
よ
う
に
親
し
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

最
も
具
体
的
な
答
え
は
、
戦
後
の
早
期
教
育
の
充
実
だ
ろ
う
。「
ス
ズ

キ
・
メ
ソ
ー
ド
」
に
よ
る
と
よ
ら
ず
と
に
関
わ
ら
ず
、
三
歳
か
ら
ピ
ア
ノ

や
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
接
し
て
い
れ
ば
、
西
洋
音
楽
の
音
感
は
お
の
ず
か
ら

自
分
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
戦
後
の
学
校
教
育
に
お
け
る
「
音
楽
」

の
充
実
も
見
逃
せ
な
い
。
現
在
、
若
い
世
代
の
日
本
人
の
多
く
は
、
そ
れ

な
り
に
楽
譜
を
理
解
す
る
の
が
当
然
だ
が
、
そ
う
い
う
こ
と
は
世
界
的
に

み
れ
ば
あ
り
え
な
い
。
音
楽
の
先
進
国
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
も
、

一
般
の
学
校
教
育
の
場
で
は
、「
音
楽
」
は
む
し
ろ
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て

い
る
。

日
本
の
場
合
、
明
治
以
来
、
初
等
教
育
に
お
い
て
「
音
楽
」
は
徳
育
の

一
環
と
し
て
重
視
さ
れ
て
き
た
。
儒
教
の
「
禮
楽
思
想
」
の
伝
統
も
あ
る

が
、
渡
米
前
の
伊
澤
修
二
に
フ
ル
ベ
ッ
キ
が
手
渡
し
た
教
育
書
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
や
フ
レ
ー
ベ
ル
の
情
操
教
育
の
思
想
は
、
明

治
以
来
の
唱
歌
の
整
備
や
大
正
期
の
童
謡
運
動
の
背
景
に
、
あ
た
か
も
通

奏
低
音
の
よ
う
に
貫
か
れ
て
い
る
。
い
や
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
、
幸
田
延

は
メ
ー
ソ
ン
か
ら
西
洋
音
楽
を
習
う
前
に
、
す
で
に
箏
や
三
味
線
を
「
た
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し
な
み
と
し
て
」
習
わ
さ
れ
て
い
た
。
日
本
の
良
家
の
子
女
は
、
江
戸
時

代
か
ら
箏
や
三
味
線
を
習
う
習
慣
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
戦
後
、
高
度
成

長
期
の
ピ
ア
ノ
・
ブ
ー
ム
を
支
え
た
の
は
、
子
供
が
音
楽
を
習
う
こ
と
が

教
育
上
望
ま
し
い
こ
と
だ
と
い
う
共
通
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ

れ
は
世
界
的
に
み
て
も
め
ず
ら
し
い
と
な
の
で
あ
る
。

明
治
の
急
速
な
文
明
開
化
の
背
景
に
は
、
江
戸
時
代
の
日
本
に
す
で
に

高
度
な
学
問
的
な
い
し
技
術
的
な
伝
統
が
存
在
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
、

近
年
各
方
面
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
明
治
期
の
日
本
の
留
学
生
た
ち
が
、

医
学
や
法
学
、
物
理
学
や
工
学
を
単
に
学
習
し
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
欧
米

の
研
究
水
準
か
ら
み
て
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
到
達
し
え
た
基
盤
に
は
、
特

に
漢
学
に
代
表
さ
れ
る
江
戸
時
代
の
学
問
な
い
し
学
習
法
の
存
在
が
あ
っ

た
。ま

さ
に
わ
が
国
固
有
の
学
問
的
な
い
し
芸
術
的
伝
統
、
音
楽
芸
術
へ
の

愛
と
尊
敬
、
そ
の
背
後
に
潜
む
精
神
性
へ
の
確
信
、
そ
し
て
音
楽
を
学
ぶ

上
で
の
無
私
の
努
力
、
こ
れ
こ
そ
が
日
本
に
お
け
る
音
楽
の
発
展
の
前
提

に
ほ
か
な
る
ま
い
。
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、
音
楽
は
世
界
の
共
通
語

と
な
り
う
る
の
で
あ
る
17
。
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